
一
八
九
〇
年
代
後
半
の
同
志
社
尋
常
中
学
校
と
そ
の
生
徒

―
岸
盛
辰
関
連
史
料
よ
り
―

田

中

智

子

Ⅰ　

同
志
社
関
係
史
料
と
し
て
の
岸
家
文
書

岸
家
は
、
現
在
の
奈
良
県
生
駒
市
小
平
尾
町
内
に
存
在
し
た
、
近
世
以
来
の
有
力
な
一
家
で
あ
る
。
幕
末
以
降
は
医
業
を
本
業
と
し
、

迎
春
堂
医
院
と
称
し
て
開
業
す
る
か
た
わ
ら
、
当
主
が
村
会
議
員
を
務
め
る
な
ど
、
地
域
社
会
の
要
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
。

一
九
九
八
年
度
か
ら
翌
年
度
に
か
け
て
、
岸
家
の
残
し
た
江
戸
時
代
か
ら
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
に
い
た
る
三
千
二
百
点
以
上
の
史

料
の
調
査
が
生
駒
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
、
目
録
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
史
料
の
保
全
が
は
か
ら
れ
た
。

調
査
の
経
緯
や
岸
家
に
つ
い
て
は
、
そ
の
成
果
物
で
あ
る
『
岸
家
文
書
目
録
』（
生
駒
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
）
に
収
録
さ
れ

た
吉
田
栄
次
郎
「
解
説
」
に
詳
し
い
。
基
本
的
に
は
、
現
生
駒
市
に
関
わ
る
地
主
ク
ラ
ス
の
大
規
模
史
料
群
で
あ
り
、
地
域
の
歴
史
と
社

会
構
造
を
よ
く
伝
え
る
点
が
、「
岸
家
文
書
」
の
特
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
文
書
群
中
、
四
代
に
わ
た
る
岸
家
当
主
の
う
ち
の
一
人
、

岸き
し

盛し
げ
と
き辰

（
一
八
八
一
〜
一
九
二
二
年
）
に
関
わ
っ
て
遺
さ
れ
た
史
料
中
に
は
、
彼
が
同
志
社
尋
常
中
学
校
に
在
籍
し
た
折
の
記
録
が
多
数

存
在
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
「
岸
家
文
書
」
は
、
同
志
社
関
連
史
料
と
し
て
も
貴
重
な
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
生
駒
市
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で
は
目
下
、
市
史
編
さ
ん
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
、『
生
駒
市
史
史
料
集
』
の
刊
行
も
継
続
中
で
あ
る
が
、
市
域
に
直
接
関
係
し
な
い
史
料
は
、

叙
述
や
史
料
集
収
録
の
範
囲
を
超
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
岸
家
文
書
」
の
な
か
に
埋
も
れ
て
き
た
同
志
社
関
連
史
料
に
光
を
当
て
、

ご
く
一
部
で
あ
る
が
紹
介
を
試
み
た
い
。

同
志
社
史
研
究
に
用
い
ら
れ
て
き
た
一
次
史
料
に
は
、
同
志
社
と
い
う
組
織
が
作
成
あ
る
い
は
授
受
し
た
文
書
群
、
そ
し
て
関
係
者
が

個
人
的
に
遺
し
た
文
書
群
が
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
著
名
な
教
師
や
生
徒
に
焦
点
を
あ
て
て
、
関
連
史
料
の
収
集
が
手
が

け
ら
れ
て
き
た
。
筆
頭
た
る
新
島
襄
し
か
り
、
熊
本
バ
ン
ド
の
面
々
し
か
り
、
で
あ
る
。
一
方
、
岸
盛
辰
は
、
地
元
で
は
「
急
患
に
も
時

を
逸
せ
ず
、
之
に
手
当
を
加
え
て
人
々
か
ら
感
謝
さ
れ
」（
生
駒
市
誌
編
纂
委
員
会
編
『
生
駒
市
誌
』
資
料
編
Ⅲ
、
一
九
七
七
年
、
一
五

一
頁
）
と
語
り
伝
え
ら
れ
る
医
師
で
あ
る
も
の
の
、
著
名
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
も
な
け
れ
ば
、
功
成
り
名
を
遂
げ
た
人
物
で
も
な
い
。
し

か
し
、
彼
が
遺
し
た
史
料
は
、
入
試
・
進
学
の
制
度
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
あ
る
い
は
寮
制
度
な
ど
、
同
志
社
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
一
端
を

示
す
と
と
も
に
、
著
名
な
教
師
や
生
徒
の
史
料
か
ら
は
見
え
づ
ら
い
同
志
社
生
徒
の
等
身
大
の
姿
を
写
し
出
し
て
く
れ
る
。

Ⅱ　

岸
盛
辰
の
学
歴

こ
の
文
書
群
内
の
諸
史
料
か
ら
判
明
す
る
岸
盛
辰
の
略
歴
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
八
八
一
年
に
生
ま
れ
、
地
元
・
南
生
駒
村

で
初
等
教
育
を
授
け
ら
れ
、
一
八
九
五
年
に
京
都
府
尋
常
中
学
校
（
現
・
京
都
府
立
洛
北
高
等
学
校
・
附
属
中
学
校
）
に
入
学
し
、
一
八

九
七
年
に
同
志
社
尋
常
中
学
校
に
編
入
学
、
一
九
〇
〇
年
に
同
志
社
中
学
校
を
卒
業
し
た
（
本
稿
で
は
、
タ
イ
ト
ル
以
下
、
一
八
九
九
年

二
月
七
日
の
中
学
校
令
改
正
に
よ
る
尋
常
中
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
改
組
を
問
わ
ず
に
当
該
学
校
を
指
し
示
し
た
い
折
に
は
、
煩
雑
さ
を

避
け
る
た
め
、
前
者
の
「
尋
常
中
学
校
」
で
統
一
す
る
）。
同
年
、
第
一
高
等
学
校
医
学
部
（
翌
年
よ
り
千
葉
医
学
専
門
学
校
に
改
組
）
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に
進
学
し
、
医
師
の
資
格
を
得
て
、
地
元
の
南
生
駒
村
で
家
業
を
継
い
だ
。

さ
て
、「
岸
家
文
書
」
は
系
統
的
な
分
類
や
並
べ
替
え
は
な
さ
れ
ず
、
搬
出
時
の
ラ
ン
ダ
ム
な
状
態
の
ま
ま
通
し
番
号
が
振
ら
れ
て
目

録
化
、
保
管
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
書
簡
一
点
一
点
に
つ
い
て
も
、
内
容
に
即
し
た
表
題
が
作
成
者
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
点
が

親
切
で
、
表
題
に
統
一
性
が
な
い
な
ど
の
不
十
分
な
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
の
分
量
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
多
大

な
労
力
が
か
け
ら
れ
、
有
用
性
の
高
い
目
録
が
作
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

同
志
社
在
籍
時
の
岸
盛
辰
関
係
史
料
を
わ
か
る
範
囲
で
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
全
体
を
眺
め
わ
た
し
て
み
る
と
、
点
数
の
大
半
を
占
め
る
の

は
、
家
族
や
友
人
と
交
わ
さ
れ
た
書
簡
で
あ
り
、
百
通
以
上
に
上
る
事
実
を
印
象
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、『
経
世
日
記
』
と
称
さ
れ
る
和

綴
じ
様
・
罫
線
紙
の
日
記
が
二
冊
あ
る
こ
と
も
特
記
さ
れ
る
（
連
番
一
一
七
四
・
一
一
三
五
。
以
下
、
連
番
と
〔　

〕
付
き
表
題
の
併
記

は
、前
掲
『
岸
家
文
書
目
録
』
に
示
さ
れ
た
も
の
の
転
記
で
あ
る
）。
そ
れ
ぞ
れ
「
巻
二
」（
一
八
九
七
年
二
月
〜
一
八
九
八
年
五
月
）・「
巻

三
」（
一
八
九
八
年
六
月
〜
一
八
九
九
年
七
月
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
巻
一
」
も
存
在
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
見
つ

か
っ
て
い
な
い
。
そ
の
ほ
か
文
書
群
に
は
、
作
文
の
断
片
や
手
す
さ
び
な
ど
が
そ
れ
な
り
の
点
数
含
ま
れ
、
ア
ル
バ
ム
も
存
在
し
、
同
志

社
在
籍
時
分
か
と
推
定
さ
れ
る
彼
の
写
真
が
一
枚
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
（
写
真
1
）。

盛
辰
の
学
歴
は
い
さ
さ
か
複
雑
で
あ
る
。
一
八
九
五
年
一
月
付
で
、
京
都
府
尋
常
中
学
校
か
ら
一
年
級
・
二
年
級
へ
の
四
月
入
学
の
試

験
通
知
書
類
が
出
さ
れ
、
そ
れ
を
二
月
に
盛
辰
は
受
け
取
り
（
二
九
三
七
〔
入
学
試
験
書
類
〕）、

受
験
の
結
果
、
四
月
に
入
学
し
た
よ
う
だ
。
だ
が
翌
一
八
九
六
年
十
月
二
十
一
日
、
岸
は
「
退

校
御
届
」
を
校
長
・
本
荘
太
一
郎
宛
に
提
出
し
て
い
る
（
二
九
四
四
〔
京
都
府
尋
常
中
学
校 

退
校
御
届
〕）。
こ
の
と
き
彼
の
学
年
は
「
一
年
級
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
年
時
に
留
年

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
退
校
の
理
由
は
、
校
長
宛
に
「
郷
里
ニ
於
テ
農
業
ニ
従
事
」

写真 1　「岸盛辰」
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と
弁
明
さ
れ
て
い
る
が
、
病
気
で
郷
里
に
帰
っ
た
と
も
、
成
績
の
悪
さ
ゆ
え
と
も
解
さ
れ
て
い
る
（
二
九
四
三
〔
盛
辰
病
気
退
学
の
件
書

送
り
状
〕、
二
九
二
〇
〔
所
感
・
作
歌
書
送
り
状
〕）。

日
記
記
事
や
諸
書
簡
か
ら
判
明
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
盛
辰
は
翌
一
八
九
七
年
四
月
七
日
か
ら
三
日
間
の
編
入
試
験
を
受
け
、
同
志

社
尋
常
中
学
校
第
四
年
級
に
合
格
し
た
。
し
か
し
、
Ⅲ
で
述
べ
る
よ
う
に
、
明
治
三
十
一
年
す
な
わ
ち
一
八
九
八
年
度
の
「
第
四
学
年
」

の
成
績
が
存
在
す
る
。
と
な
る
と
、
同
志
社
尋
常
中
学
校
四
年
次
に
お
い
て
も
留
年
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
後
掲
の
よ
う
に
、
同

志
社
尋
常
中
学
校
四
年
へ
の
編
入
は
「
仮
及
第
」
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
関
係
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
盛
辰
は
留
年
に
留
年
を
重
ね
た
生
徒
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
、
同
志
社
尋
常
中
学
校
受
験
前
の
み
な
ら
ず
、
編
入
学
後
も
、
医
学
予
備
門
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
予
備
校
・

私
塾
に
も
通
っ
て
い
た
こ
と
が
、
日
記
記
事
か
ら
判
明
す
る
。
後
述
す
る
友
人
た
ち
の
書
簡
か
ら
は
、
彼
の
よ
う
な
「
学
校
を
渡
り
歩
く
」

生
徒
が
一
定
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
彼
ら
が
同
志
社
の
中
学
校
生
徒
と
し
て
「
普
通
」
な
の
か
そ
う
で
な
い
の
か

は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な
る
。

さ
て
、
盛
辰
が
京
都
か
ら
郷
里
の
父
に
送
っ
た
書
簡
は
、
ほ
と
ん
ど
が
金
の
無
心
、
あ
る
い
は
生
活
・
成
績
に
つ
い
て
の
言
い
訳
な
ど

で
あ
り
、
一
種
の
「
ど
ら
息
子
」
ぶ
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
前
掲
吉
田
の
「
解
説
」
に
よ
れ
ば
、
長
兄
の
一
盛
は
医
学
を
志
し
た
が
、
一

八
八
四
年
七
月
に
十
七
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
次
兄
の
良
雄
も
医
学
を
学
ん
だ
が
、
郷
里
で
家
業
を
継
い
で
一
年
も
経
た
な
い
一
八
九
五
年

十
月
に
二
十
六
歳
で
亡
く
な
る
。
こ
う
し
た
経
緯
を
ふ
ま
え
る
と
、
三
男
の
盛
辰
が
、
京
都
府
尋
常
中
学
校
を
退
学
し
、
同
志
社
尋
常
中

学
校
へ
と
編
入
し
た
の
は
、
家
長
の
お
鉢
が
突
然
回
っ
て
き
た
こ
と
に
伴
っ
て
の
進
路
選
択
だ
っ
た
可
能
性
も
高
い
。
こ
の
点
、
転
学
の

必
要
を
ど
う
認
識
し
て
実
行
に
移
し
た
の
か
。
盛
辰
の
個
々
の
書
簡
内
容
を
検
討
し
、
学
校
の
レ
ベ
ル
や
卒
業
生
徒
の
進
学
先
を
比
較
す

る
な
ど
、
実
証
的
な
考
察
を
要
す
る
。
ま
た
、
後
に
医
業
を
繁
盛
さ
せ
、
文
学
者
で
心
理
学
者
の
友
人
・
中
村
古
峡
と
の
親
交
で
も
知
ら

れ
る
盛
辰
個
人
の
人
物
像
を
掘
り
下
げ
る
た
め
に
も
、
若
き
日
の
学
歴
、
遍
歴
過
程
は
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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Ⅲ　

同
志
社
の
進
級
試
験

同
志
社
の
制
度
に
か
か
わ
っ
て
、
入
退
学
関
係
以
外
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
い
わ
ば
公
的
文
書
に
相
当
す
る
成
績
通
知
の
存
在
で
あ
り
、

史
料
群
中
に
五
通
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
一
八
九
〇
年
代
末
頃
の
同
志
社
尋
常
中
学
校
で
は
、
一
銭
の
官
製
郵
便
は
が
き
の
裏
に
生
徒
の
成

績
表
を
印
字
・
記
載
し
て
、
保
護
者
に
郵
送
す
る
方
式
が
と
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
三
十
一
年
七
月
付
、
す
な
わ
ち
一
八
九
八
年
七
月
に
同
志
社
か
ら
父
・
岸
正
甫
宛
に
送
ら
れ
た
「
第
一
学
期
学
業
成
績
」
に
よ
る

と
、「
同
志
社
尋
常
中
学
校
第
四
年
級　

岸
盛
辰
」
の
成
績
は
、「
倫
理
乙
、
国
語
丙
、
漢
文
丙
、
英
語
劣
、（
英
語
）
文
典
甲
、
訳
読
劣
、

歴
史
乙
、
地
理
甲
、
数
学
丙
、
博
物
丙
、
理
〔
物
理
カ
〕
丙
、
化
学
丙
、
図
画
劣
、
体
操
乙
」
で

あ
る
（
一
二
二
一
〔
岸
盛
辰
成
績
通
知
葉
書
〕、
写
真
2
）。
同
じ
く
翌
年
一
月
付
の
「
第
貳
学
期

成
績
」
で
は
、
劣
が
消
え
、
倫
理
の
評
価
が
落
ち
た
ほ
か
は
、
だ
い
た
い
の
科
目
に
お
い
て
一
・

二
ラ
ン
ク
の
上
昇
が
み
ら
れ
る
の
で
（
二
〇
八
七
〔
成
績
通
知
〕）、
少
し
勉
学
に
勤
し
ん
だ
よ
う

で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
れ
ら
の
備
考
に
よ
る
と
、
成
績
は
「
甲
乙
丙
劣
」
で
示
さ
れ
、
劣
は
六
十

点
以
下
を
指
し
た
。

年
度
が
終
わ
る
と
、
一
年
間
の
判
定
も
親
元
に
送
ら
れ
る
。
明
治
三
十
二
年
四
月
付
で
同
じ
く

父
に
送
ら
れ
た
「
自
明
治
三
十
一
年
四
月
至
明
治
三
十
二
年
三
月　

第
四
学
年
成
績
」
に
よ
る
と
、

「
同
志
社
尋
常
中
学
校
第
四
年
生　

岸
盛
辰
」
の
成
績
は
、「
倫
理
乙
、
国
語
丙
、
漢
文
乙
、
英
語

（
会
話
）
劣
、
英
語
（
文
典
）
甲
、
英
語
（
訳
読
）
劣
、
歴
史
甲
、
地
文
甲
、
数
学
乙
、
博
物
（
動

物
）
丙
、
理
化
（
物
理
）
乙
、
理
科
（
化
学
）
甲
、
図
画
丙
、
体
操
甲
」
で
「
結
果　

及
第
」、

写真 2　「第一学期学業成績」
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事
な
き
を
得
て
い
る
が
、
ど
う
見
て
も
か
ん
ば
し
い
成
績
と
は
言
え
な
い
（
二
六
六
一
〔
成
績
通

知
書
〕）。

こ
の
四
月
か
ら
盛
辰
は
五
年
生
に
な
る
が
、「
同
志
社
中
学
校
第
五
年
生　

岸
盛
辰
」
の
「
自

明
治
三
十
二
年
四
月
至
明
治
三
十
二
年
七
月　

第
五
学
年
第
一
期
成
績
」
は
、「
国
語
八
五
、
漢

文
八
〇
、
英
語
（
会
話
）
六
六
、
英
語
（
文
典
）
九
九
、
英
語
（
訳
読
）
七
〇
、
歴
史
八
六
、
数

学
七
八
、博
物
（
植
物
）
九
〇
、理
化
（
物
理
）
九
五
、理
化
（
化
学
）
一
〇
〇
、（
合
計
八
五
弱
）」

で
あ
り
（
合
計
と
は
平
均
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）、
前
年
度
と
異
な
っ
て
、
点
数
表
示
方
式
に
代
わ
っ

て
い
る
（
一
二
二
〇
〔
葉
書
〕、
写
真
3
）。
続
く
「
自
明
治
三
十
二
年
九
月
至
明
治
三
十
二
年
十

二
月
」
の
「
第
二
期
」
の
成
績
も
、
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
こ
の
成
績
表
は
、
父
・
正
甫
が
、

同
志
社
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
を
「
大
至
急
」
盛
辰
本
人
に
送
り
直
し
、
本
人
か
ら
事
情
を
詳
し
く

聞
こ
う
と
し
た
書
簡
を
伴
っ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
（
二
七
九
七
〔
成
績
表
郵
送
の
件
促
状
〕）。

曰
く
、「
サ
テ
、
過
日
ヨ
リ
試
験
成
績
表
申
来
リ
候
得
共
、
漸
く
本
日
到
着
候
間
、
直
チ
ニ
逓
送
、
尚
万
猶
委
し
く
承
リ
タ
ク
余
ハ
後
便

待
ツ　

一
月
十
二
日　

他
ニ
障
事
な
し
」（
全
文
）
と
あ
り
、
父
が
わ
が
子
の
成
績
を
非
常
に
気
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

全
体
と
し
て
、
英
語
の
文
典
が
も
っ
と
も
得
意
だ
が
会
話
が
苦
手
な
の
が
、
岸
盛
辰
と
い
う
生
徒
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
こ
れ
は
、
同

志
社
が
課
す
英
会
話
な
る
科
目
に
お
い
て
好
成
績
を
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
て
き
た
生
徒
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
問
題
で
も
あ
る
。

Ⅱ
よ
り
こ
こ
ま
で
、
入
学
や
学
業
成
績
に
関
わ
る
史
料
の
内
容
を
紹
介
し
た
。
本
稿
で
は
、
進
路
に
関
わ
っ
て
父
・
正
甫
と
の
間
に
交

わ
さ
れ
た
二
通
の
手
紙
を
全
文
翻
刻
す
る
。
同
志
社
尋
常
中
学
校
へ
の
編
入
学
に
際
し
て
の
一
通
、
そ
し
て
同
志
社
中
学
校
最
終
年
度
の 写真 3　「第五学年第一期成績」
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秋
に
書
か
れ
た
一
通
で
あ
る
。
前
者
は
、
父
親
に
対
し
て
編
入
試
験
の
出
来
が
よ
か
っ
た
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
編
入
学
に
要
す
る
四
月

か
ら
の
も
ろ
も
ろ
の
費
用
支
出
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
同
志
社
が
「
純
然
た
る
宗
教
主
義
の
学
校
」
と
な
り
「
中
学
認
可
を

取
り
消
さ
れ
」
た
こ
と
に
つ
い
て
、
自
分
は
最
終
の
卒
業
生
と
な
り
う
る
が
、
四
年
生
ら
は
「
気
の
毒
」「
大
ニ
迷
惑
」
と
記
し
て
い
る
。

文
部
省
訓
令
第
十
二
号
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
困
難
に
際
し
て
、
同
志
社
が
下
し
た
判
断
に
対
す
る
生
徒
の
受
け
止
め
方
を
、
行
間

に
伝
え
て
い
る
。
翌
年
三
月
、
盛
辰
は
同
志
社
中
学
校
五
年
生
を
終
え
て
卒
業
し
、
翌
月
か
ら
は
千
葉
医
学
専
門
学
校
に
入
学
し
た
。

Ⅴ
で
は
、
上
記
二
通
（
1
・
6
）
に
加
え
、
岸
盛
辰
が
修
学
旅
行
の
模
様
を
父
に
書
き
送
っ
た
一
通
（
8
）、
友
人
か
ら
受
け
取
っ
た

書
簡
五
通
と
そ
の
な
か
の
一
通
に
同
封
さ
れ
た
「
檄
文
」
を
全
文
翻
刻
し
た
（
2
・
3
・
4
・
5
・
7
）。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
Ⅳ
に

お
い
て
若
干
の
解
説
を
試
み
る
。

百
通
を
超
え
る
同
志
社
時
代
の
書
簡
に
つ
い
て
、
目
録
化
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
の
検
討
は
ほ
ぼ
未
着
手
で
あ
る
。
今
回
は
目
に

と
ま
っ
た
書
簡
を
数
通
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
サ
ン
プ
ル
的
に
提
示
し
た
に
過
ぎ
ず
、
精
査
は
今
後
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
先
ほ
ど

か
ら
し
ば
し
ば
言
及
し
て
き
た
日
記
（『
経
世
日
記
』）
は
、
赤
裸
々
な
彼
の
生
活
実
態
、
京
都
の
町
の
様
子
ま
で
描
写
す
る
日
録
と
し
て

貴
重
で
あ
り
、
日
記
な
ら
で
は
の
叙
述
ス
タ
イ
ル
に
も
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
が
、
記
載
が
か
な
り
の
量
に
上
る
た
め
、
翻
刻
等
に
つ
い
て

は
別
稿
を
期
し
た
い
。

Ⅳ　

一
八
九
〇
年
代
後
半
の
同
志
社

史
料
翻
刻
文
を
提
示
す
る
前
に
、
岸
盛
辰
が
在
籍
し
て
い
た
時
期
の
同
志
社
に
つ
い
て
、
同
志
社
の
年
史
類
や
同
志
社
社
史
資
料
編
集

所
『
同
志
社
年
表 

未
定
稿
』（
一
九
七
八
年
）
を
も
と
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。
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盛
辰
在
学
中
、
す
な
わ
ち
十
九
世
紀
終
わ
り
の
同
志
社
は
、
混
乱
の
う
ち
に
あ
っ
た
。

一
八
九
六
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
開
か
れ
た
同
志
社
の
社
員
会
は
、
中
学
校
令
に
準
拠
し
た
尋
常
中
学
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

一
方
で
、
予
備
学
校
は
廃
止
さ
れ
、
普
通
学
校
は
高
等
普
通
学
校
と
改
称
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
尋
常
中
学
校
は
四
月
よ
り
始
業
し
た
が
、

設
置
伺
は
四
月
十
八
日
に
京
都
府
知
事
宛
に
提
出
さ
れ
、
九
月
十
六
日
の
認
可
を
得
た
と
い
う
順
序
に
な
る
。

上
級
学
校
へ
の
進
学
を
可
能
と
し
、
徴
兵
猶
予
の
特
典
を
得
る
道
を
開
く
こ
の
組
織
変
更
こ
そ
が
、
尋
常
中
学
校
た
る
同
志
社
の
受
験

を
盛
辰
に
決
意
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
翌
一
八
九
七
年
四
月
、
受
験
を
経
て
彼
は
入
学
し
た
。

し
か
し
、
同
志
社
が
実
際
に
徴
兵
猶
予
の
特
典
を
得
る
た
め
に
は
、
同
志
社
通
則
の
第
一
章
・
綱
領
に
含
ま
れ
る
問
題
を
解
決
せ
ね
ば

な
ら
な
い
と
文
部
省
は
指
摘
し
た
。
一
八
九
七
年
五
月
に
就
任
し
た
横
井
時
雄
社
長
の
下
、
社
員
会
は
同
年
末
、
神
学
校
以
外
の
男
子
諸

学
校
は
宗
教
学
校
で
は
な
く
教
育
機
関
で
あ
る
と
し
て
、
学
校
の
認
可
を
申
請
し
た
。
同
時
に
、
同
志
社
綱
領
第
三
条
に
掲
げ
た
「
本
社

ハ
キ
リ
ス
ト
教
ヲ
以
テ
徳
育
ノ
基
本
ト
ス
ル
」
を
残
し
つ
つ
も
、
第
二
条
中
の
「（
本
社
の
設
立
し
た
学
校
は
）
悉
ク
本
社
ノ
通
則
ヲ
以

テ
適
用
ス
」
や
第
六
条
「
本
社
ノ
綱
領
ハ
不
易
ノ
原
則
ニ
シ
テ
決
シ
テ
動
カ
ス
可
ラ
ス
」
を
削
除
し
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
徳
育
を
必
要

と
し
な
い
学
校
が
社
内
に
あ
り
う
る
と
の
解
釈
を
可
能
に
す
る
文
言
修
正
に
踏
み
切
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
「
工
夫
」「
細
工
」
に
対
し
て
、
校
友
会
や
組
合
教
会
員
を
は
じ
め
と
し
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー

ド
宣
教
師
ら
の
反
対
運
動
が
起
こ
り
、
特
に
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
に
よ
っ
て
、
同
志
社
に
寄
附
し
た
資
金
の
返
還
を
求
め
る
訴
訟
の
準

備
も
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
一
八
九
八
年
十
二
月
二
十
八
日
に
は
、
横
井
時
雄
社
長
以
下
、
全
社
員
が
辞
表
を
提
出
し
た
。

翌
一
八
九
九
年
八
月
三
日
に
公
布
さ
れ
た
文
部
省
訓
令
十
二
号
は
、「
法
令
ノ
規
定
ア
ル
学
校
ニ
於
テ
自
今
宗
教
々
育
ヲ
施
シ
又
宗
教

ノ
儀
式
ヲ
行
フ
ヲ
得
ズ
」
と
発
令
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
志
社
に
さ
ら
な
る
困
難
を
与
え
た
。

同
志
社
は
、
訓
令
第
十
二
号
に
抵
触
し
な
い
こ
と
を
寄
附
行
為
の
文
言
に
盛
り
込
み
な
が
ら
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
行
う
道
を
求
め
、
文

8

一八九〇年代後半の同志社尋常中学校とその生徒 （田中智子）



部
省
と
交
渉
し
た
が
、
退
け
ら
れ
た
。
九
月
、
西
原
清
東
社
長
の
下
で
、
年
度
限
り
の
中
学
校
廃
止
が
決
定
さ
れ
た
。「
本
学
年
は
同
志

社
史
上
最
も
多
難
多
事
の
年
に
し
て
人
心
頗
る
動
揺
せ
し
に
依
り
学
風
を
起
し
風
紀
を
粛
し
幾
百
の
有
為
青
年
を
誘
掖
薫
化
す
る
こ
と
困

難
極
ま
れ
る
の
際
」（「
同
志
社
報
告
（
明
治
三
二
年
度
）」、『
同
志
社
百
年
史
』
資
料
編
一
、一
九
七
九
年
所
収
）
と
表
現
さ
れ
る
年
と
な
っ

た
の
が
、
こ
の
一
八
九
九
年
で
あ
る
。

Ⅱ
・
Ⅲ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
結
果
的
に
盛
辰
は
、
同
志
社
が
「（
尋
常
）
中
学
校
」
を
有
し
た
わ
ず
か
四
年
間
の
う
ち
、
留
年
も
し
な

が
ら
三
年
間
在
籍
し
た
。
そ
し
て
制
度
変
革
に
人
生
を
翻
弄
さ
れ
ず
、
ぎ
り
ぎ
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
う
ま
く
卒
業
し
上
級
学
校
へ
の
進
学

資
格
を
得
た
。
す
れ
す
れ
の
学
歴
・
人
生
の
持
ち
主
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
前
掲
「
同
志
社
報
告
」
に
よ
れ
ば
、
中
学
校
の
第

四
回
卒
業
式
は
一
九
〇
〇
年
三
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
、
三
十
五
名
に
卒
業
証
書
を
与
え
て
廃
校
と
な
っ
た
。『
同
志
社
第
二
十
五
学
年

第
四
回
中
学
校
卒
業
式
次
第
』（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
に
は
、
卒
業
生
姓
名
と
し
て
、
岸
盛
辰
と
後
述
す
る
石
津
孝
太
郎

の
名
が
確
認
さ
れ
る
。

同
志
社
の
友
人
か
ら
送
ら
れ
た
の
が
、
2
・
3
・
4
・
5
・
7
の
書
簡
で
あ
る
。
2
は
一
八
九
八
年
十
二
月
の
社
員
総
辞
職
決
定
を
伝

え
、
そ
れ
が
ゆ
え
に
落
第
者
が
恩
赦
的
に
少
な
か
っ
た
と
記
す
書
簡
で
あ
る
。
と
と
も
に
、
同
志
社
の
今
後
へ
の
不
安
も
に
じ
み
出
て
い

る
。
鞍
口
武
蔵
と
称
す
る
筆
者
は
、
翌
年
に
は
「
失
敗
」
と
称
す
る
成
績
不
振
の
た
め
か
、
同
志
社
を
退
校
し
て
東
京
に
修
学
の
道
を
求

め
、
慶
應
義
塾
や
神
田
中
学
を
移
り
歩
い
た
。
2
の
ほ
か
3
・
4
・
7
も
、
そ
の
心
情
と
足
跡
を
示
す
鞍
口
か
ら
の
書
簡
で
あ
り
、
徴
兵

猶
予
問
題
と
自
身
の
成
績
、
進
学
先
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
（
第
一
・
第
三
高
等
学
校
を
東
西
の
頂
点
と
見
な
す
）
と
の
は
ざ
ま
で
の
揺
れ
動

き
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
な
お
、
鞍
口
発
と
確
定
し
う
る
岸
家
文
書
中
の
書
簡
は
、
今
回
す
べ
て
こ
こ
に
収
め
た
。

5
は
、
一
八
九
九
年
の
生
徒
ス
ト
ラ
イ
キ
事
件
に
関
連
す
る
書
簡
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
事
件
は
、
間
接
的
に
は
、
当
局
者
が
外
国
宣

教
師
側
に
立
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
不
満
、
直
接
的
に
は
、
国
語
の
教
師
の
富
岡
健
三
が
二
十
問
の
試
験
問
題
を
出
し
一
つ
間
違
っ
て
も
零
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点
だ
と
言
い
渡
し
た
こ
と
へ
の
反
発
を
き
っ
か
け
に
、
同
志
社
中
学
校
の
三
年
生
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
こ
し
た
と
さ
れ
る
事
件
で
あ
る
。

ス
ト
ラ
イ
キ
に
反
対
す
る
生
徒
を
ス
ト
ラ
イ
キ
組
が
殴
り
、
そ
の
下
手
人
と
さ
れ
た
数
名
だ
け
が
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
お
か
し
い
と
し
て
、

職
員
と
生
徒
と
の
間
に
乱
闘
が
起
こ
り
、
か
つ
、
三
年
生
に
同
情
す
る
中
学
校
全
体
の
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
と
広
が
っ
た
。
学
校
側
は
三
年
生

全
員
を
放
校
処
分
と
し
た
が
、
父
兄
が
仲
立
ち
し
、
生
徒
は
始
末
書
を
書
い
て
謝
罪
し
て
一
人
を
除
き
復
学
し
た
（「
永
井
柳
太
郎
等
三

年
生
の
ス
ト
ラ
イ
キ
」、
青
山
霞
村
『
同
志
社
五
十
年
裏
面
史
』
か
ら
す
き
社
、
一
九
三
一
年
）。

5
は
、
帰
省
中
の
生
徒
が
五
年
生
・
岸
盛
辰
に
宛
て
た
書
簡
で
あ
り
、
全
学
規
模
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
際
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

「
同
志
社
中
学
校
生
徒
同
盟
」
名
の
「
檄
」
を
同
封
し
て
い
る
。
手
紙
を
書
い
た
生
徒
・
石
津
孝
太
郎
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ス
ト
ラ

イ
キ
側
に
批
判
的
な
よ
う
に
み
え
る
が
、
檄
文
は
当
局
者
へ
の
批
判
に
終
始
し
、
生
徒
に
団
結
を
強
く
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
学
校
当
局
は
、
放
校
だ
け
で
は
な
く
、
寮
生
へ
の
退
寮
を
命
じ
て
い
た
こ
と
が
文
面
か
ら
判
明
す
る
。

な
お
、
石
津
の
書
簡
に
お
い
て
は
、
同
志
社
中
学
校
生
徒
の
次
の
進
学
先
候
補
と
し
て
東
京
高
等
商
業
（
現
・
一
橋
大
学
）
の
名
も
登

場
す
る
。
逆
に
進
学
問
題
を
主
と
す
る
先
述
の
鞍
口
の
書
簡
（
4
）
に
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
事
件
の
導
火
線
と
な
っ
た
教
師
・
富
岡
の
授
業

に
つ
い
て
の
記
述
も
あ
る
（
富
岡
を
「
大
先
生
」、
死
ぬ
ま
で
に
一
度
は
授
業
を
受
け
た
か
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
点
は
、
事
件
の
顛
末

に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
皮
肉
め
い
て
聞
こ
え
る
）。
岸
と
鞍
口
・
石
津
は
親
し
い
間
柄
で
あ
り
、
三
者
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
は
、
彼

ら
を
取
り
巻
く
学
校
な
ら
び
に
学
歴
社
会
の
状
況
を
立
体
的
に
伝
え
て
い
る
。

今
日
の
我
々
の
感
性
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
旗
を
掲
げ
続
け
る
こ
と
を
評
価
し
、
降
ろ
し
た
こ
と
を
批
判
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、

当
時
の
生
徒
の
大
半
は
、進
学
の
問
題
こ
そ
が
己
の
大
事
で
あ
り
、キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
、進
路
を
妨
げ
る
も
の
と
み
る
向
き
が
強
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学
校
で
あ
る
が
ゆ
え
に
同
志
社
を
選
択
し
た
と
い
う
よ
り
、
進
学
上
の
一
階
梯
と
し
て
選
択
す

る
者
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
想
像
さ
れ
る
。
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檄
文
や
友
人
同
士
の
や
り
と
り
は
、
一
種
生
徒
の
粗
暴
な
雰
囲
気
を
伝
え
、
岸
盛
辰
も
含
め
、
十
代
の
彼
ら
が
花
街
な
ど
に
も
繰
り
出

し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
盛
辰
は
、
親
の
金
銭
的
・
精
神
的
庇
護
の
下
に
あ
り
、
書
簡
の
や
り
と
り
も
頻
繁
で
、

8
が
示
す
よ
う
に
、
無
邪
気
に
修
学
旅
行
の
様
子
を
報
告
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
な
お
、
同
志
社
で
は
、
神
社
仏
閣
へ
の
修
学
旅
行
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
）。
ま
た
盛
辰
は
、
一
八
九
八
年
の
二
月
頃
か
ら
は
下
宿
生
活
を
や
め
て
、
上
京
区
相
国
寺
門
前

の
「
同
志
社
東
寮
」
に
入
寮
し
て
い
た
こ
と
が
、
封
筒
に
書
か
れ
た
住
所
よ
り
判
明
す
る
。
一
八
九
〇
年
代
の
同
志
社
の
寮
に
つ
い
て
は
、

年
史
類
で
も
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
な
い
。
当
時
の
同
志
社
の
生
徒
像
を
正
確
に
結
ぶ
た
め
に
も
、
岸
盛
辰
関
係
史
料
の
活
用
が
望
ま
れ
る
。

Ⅴ　

史
料
翻
刻
文

以
下
、
岸
盛
辰
発
の
書
簡
三
通
（
父
親
宛
）、
岸
盛
辰
宛
の
書
簡
五
通
（
友
人
発
）、
計
八
通
の
書
簡
を
同
封
物
も
含
め
て
時
代
順
に
収

録
す
る
。

・
岸
盛
辰
よ
り
岸
正
甫
宛
書
簡
（
1
・
6
・
8
）

・
鞍
口
武
蔵
よ
り
岸
盛
辰
宛
書
簡
（
2
・
3
・
4
・
7
）

・
石
津
孝
太
郎
よ
り
岸
盛
辰
宛
書
簡
（
5
）

旧
字
体
は
基
本
的
に
新
字
体
に
直
し
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。
傍
線
や
カ
ナ
は
原
文
マ
マ
で
あ
る
。
誤
記
と
思
わ
れ
る
箇
所
の
修
正
、

推
定
、
あ
る
い
は
注
記
な
ど
、
翻
刻
者
に
よ
る
書
き
込
み
は
、
す
べ
て
〔　

〕
を
つ
け
て
示
し
た
。
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1
．
岸
盛
辰
よ
り
岸
正
甫
宛
書
簡�

〔
一
八
九
七
〕
年
〔
四
〕
月

�

（
二
八
六
六
〔
学
業
報
告
状
〕）

〔
封
筒
な
し
〕

頃
日
は
試
験
前
ニ
て
御
無
沙
汰
致
居
候
。
御
海
恕
致
し
被
下
度
候
。

陳
者
、
先
日
の
試
験
は
七
、
八
、
九
ノ
三
日
有
之
、
随
分
六
ツ
か
敷
御
座
候
ひ
し
も
、
代
数
之
外
ハ
大
抵
能
く
済
ま
し
候
へ
共
、
代

数
は
小
子
の
未
ダ
学
ば
ざ
り
し
処
よ
り
二
題
（
三
題
ノ
内
）
出
さ
れ
候
し
故
、
此
の
み
落
第
点
を
取
り
候
。
さ
れ
ど
他
の
学
科
は
良

好
ニ
候
し
故
、
仮
及
第
と
し
て
同
志
社
尋
常
中
学
の
四
年
級
へ
編
入
せ
ら
れ
候
か
と
な
れ
ハ
、
及
第
と
余
り
差
異
も
無
之
候
へ
バ
、

何
と
ぞ
御
安
神
な
し
被
下
度
候
。
小
子
も
高
飛
び
す
る
こ
と
ニ
候
ヘ
ハ
七
分
の
落
第
を
期
し
居
り
候
し
に
、
勉
強
の
効
ニ
依
り
良
結

果
を
得
し
は
誠
ニ
う
れ
し
く
存
候
。

其
ニ
付
き
月
謝
四
円
（
一
学
期
（
四
、
五
、
六
、
七
月
）
分
）、
束
脩
二
円
、
校
費
及
運
動
費
七
十
銭
ハ
入
学
届
と
共
ニ
出
さ
ゝ
る

べ
か
ら
ず
。

教
科
書
（
大
凡
五
円
）
及
洋
服
（
二
円
迄
）
等
も
貰
ひ
度
存
じ
候
ヘ
バ
何
卒
早
速
御
送
金
被
下
度
ヿ
、
宿
代
等
ハ
御
上
京
の
節
ニ
て

宜
敷
候
。

尤
も
受
験
者
ハ
二
年
、
三
年
、
四
年
級
総
て
五
十
名
程
有
之
候
ひ
し
も
純
粋
の
及
第
ハ
二
名
に
て
仮
及
第
ハ
三
名
に
て
、
四
年
受
験

者
ハ
二
十
余
名
有
之
し
も
入
学
者
ハ
余
と
二
人
（
共
ニ
仮
及
第
）
の
み
。
先
ハ
う
れ
し
き
ま
ゝ
あ
ら
〳
〵
御
報
知
ま
で
。

盛
辰

父
上
様
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2
．
鞍
口
武
蔵
よ
り
岸
盛
辰
宛
書
簡�

〔
一
八
九
九
年
〕
一
月
五
日

�

（
二
九
七
二
〔
同
志
社
の
件
な
ど
報
知
状
〕）

〔
消
印
〕「
山
城　

京
都
今
出
川　

丗
二
年
一
月
五
日　

ニ
便
」

〔
封
筒
表
〕
奈
良
県
生
駒
郡
南
生
駒
村
小
平
尾　

岸
盛
辰
大
兄　

大
至
急
用

〔
封
筒
裏
〕
京
都
同
志
社
東
寮　

鞍
口
武
蔵　

一
月
五
日

拝
復
命
之
如
く
新
端
之
節
貴
家
御
一
同
愈
御
清
栄
に
て
茲
ニ
卅
二
年
を
御
始
業
御
坐
遊
さ
れ
候
段
芽
出
度
奉
遠
賀
奉
候
。
降
て
迂
生

無
事
に
て
始
業
致
し
日
々
同
志
社
近
辺
を
逍
遥
致
し
居
り
候
間
、
乍
他
事
御
安
堵
な
し
被
下
度
候
。
偖
て
余
等
の
ク
ラ
ス
に
於
て
は

落
第
者
且
与
一
郎
一
人
ニ
御
座
候
間
貴
兄
御
安
神
遊
せ
よ
。
然
れ
ど
も
此
度
同
志
社
々
員
総
辞
職
と
相
成
候
故
、
罪
人
に
於
け
る
大

赦
令
之
如
く
宥
さ
れ
候
て
、
先
期
は
一
人
の
落
第
者
御
坐
な
く
候
。
而
し
て
来
る
四
月
ま
で
今
ま
で
の
如
く
授
業
致
し
四
月
を
以
て

他
の
社
員
に
渡
す
様
子
に
御
座
候
。
未
来
の
同
志
社
は
如
何
な
る
か
を
余
は
目
下
シ
ン
キ
ン
グ
致
し
居
候
。
先
は
右
不
取
敢
急
便
を

以
て
貴
兄
の
御
心
を
安
せ
し
め
ん
と
存
候
。
草
々
頓
首

一
月
五
日�

鞍
口
拝

岸
大
兄　

足
下

3
．
鞍
口
武
蔵
よ
り
岸
盛
辰
宛
書
簡�

一
八
九
九
年
五
月
三
日

�

（
二
八
九
五
〔
同
志
社
退
校
に
付
心
情
書
送
り
状
〕）

〔
消
印
〕「
山
城　

京
都　

丗
二
年
五
月
五
日　

ロ
便
」

〔
封
筒
表
〕
京
都
同
志
社
東
寮　

岸
盛
辰
大
兄　

平
信
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〔
封
筒
裏
〕
東
京
芝
区
芝
金
杉
濱
町　

第
四
十
六
番
地　

富
士
見
館　

ケ
ー
、
テ
ー
、

拝
啓
時
下
追
々
暑
さ
に
向
ひ
候
処
、
貴
兄
愈
ご
清
栄
に
て
日
々
御
勉
強
御
座
な
さ
れ
候
趣
、
奉
遠
賀
候
。
次
ニ
迂
生
無
異
日
々
碌
々

消
光
罷
在
候
間
乍
憚
御
放
念
被
下
度
候
。偖
て
其
后
は
意
外
御
無
沙
汰
致
し
誠
に
〳
〵
〳
〵
〳
〵
申
分
け
御
座
な
き
次
第
、何
卒
〳
〵

御
宥
し
賜
へ
。
そ
れ
他
に
あ
ら
ず
、
余
は
同
志
社
に
て
失
敗
致
し
、
両
親
兄
等
親
愛
な
る
貴
兄
に
対
し
如
何
に
申
上
候
て
宜
な
る
か
。

余
は
其
失
敗
以
来
百
恩
胸
に
塞
が
り
て
貴
兄
の
側
に
書
を
捧
げ
ん
と
す
る
も
筆
回
ら
ず
。
君
何
卒
今
ま
で
の
無
音
と
余
の
失
敗
と
を

宥
す

〔
マ
マ
〕賜

へ
。
余
は
去
る
一
日
東
京
に
ま
い
り
、
そ
の
道
す
が
ら
貴
兄
に
一
度
面
会
せ
ん
と
思
へ
ど
も
、
同
志
社
の
近
辺
に
行
く
は

何
と
な
く
耻
づ
か
し
く
足
向
か
ず
、
遂
に
面
会
致
さ
ず
し
て
東
都
に
ま
い
り
た
る
次
第
に
御
座
候
。
五
月
一
日
ま
で
は
江
州
の
伯
父

の
内
に
行
き
て
暫
く
居
り
又
我
内
へ
は
十
四
五
日
帰
り
居
り
て
種
々
父
母
兄
に
今
ま
で
の
惰
怠
を
謝
し
、
遂
に
東
上
を
宥
し
て
貰
ひ

て
、
五
月
一
日
午
前
九
時
新
橋
に
着
致
し
、
今
や
学
校
捜
索
中
に
御
座
候
。
余
は
親
愛
な
る
貴
兄
の
下
を
離
れ
遠
く
東
都
に
来
る
は
、

之
れ
天
の
然
ら
し
む
る
所
か
将
た
時
勢
の
然
ら
し
む
る
所
か
。
然
れ
ど
も
余
の
同
志
社
に
於
て
の
失
敗
は
天
も
な
し
時
勢
も
な
し
。

然
ら
ば
何
ぞ
、
之
れ
余
は
余
自
身
に
求
め
た
る
禍
な
り
。
然
れ
ど
も
貴
兄
の
下
を
離
れ
て
来
る
は
之
れ
時
勢
の
然
ら
し
む
る
所
な
り
。

何
と
な
れ
ば
、
余
に
於
て
は
徴
兵
猶
予
あ
れ
ば
、
若
し
失
敗
せ
ず
と
も
九
月
か
今
か
、
同
志
社
を
退
校
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
退
校
せ

ず
し
て
来
年
二
月
こ
ろ
ま
で
居
り
て
其
時
に
至
り
て
同
志
社
猶
予
の
な
く
な
れ
ば
、
余
に
於
て
は
現
今
の
失
敗
よ
り
も
猶
大
な
り
。

余
は
自
身
に
て
招
き
た
る
失
敗
は
、
死
す
る
ま
で
は
免
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ど
も
、
此
の
失
敗
を
招
き
た
る
が
為
に
自
然
に
失
敗
、
即

ち
若
し
失
敗
せ
ざ
れ
ば
泰
然
と
か
ま
へ
て
同
志
社
に
来
年
の
二
月
ま
で
居
り
て
兵
士
に
行
か
ざ
る
を
得
ざ
る
や
も
知
れ
ず
。

之
と
尚
一
ツ
天
は
余
の
怠
惰
を
懲
ら
し
め
た
。
此
余
に
取
り
て
将
来
実
に
幸
福
と
な
る
や
も
知
れ
ず
か
と
思
ひ
て
苦
む
脳
を
慰
め
居

り
候
。
先
は
右
此
の
如
し
。
草
々
不
順
不
整

五
月
三
日
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東
京
芝
区
芝
金
杉
濱
町
四
十
六
番
地
富
士
見
館
ニ
テ

鞍
口
武
蔵

岸
大
兄

石
津
君
は
居
る
か
。

同
志
社
の
有
様
は
如
何
。

古
谷
は
何
処
ぞ
に
行
く
と
云
ふ
こ
と
や
あ
り
た
が
居
る
か
。

4
．
鞍
口
武
蔵
よ
り
岸
盛
辰
宛
書
簡�

一
八
九
九
年
六
月
二
十
五
日

�

（
二
八
九
三
〔
入
学
報
告
な
ら
び
に
近
況
報
告
状
〕）

〔
消
印
〕「
武
蔵　

東
京
西
久
保　

丗
二
年
六
月
二
十
五
日　

八
便
」「
山
城　

京
都　

丗
二
年
六
月
二
十
六
日　

ロ
便
」

〔
封
筒
表
〕
京
都
同
志
社
東
寮　

岸
盛
辰
大
兄　

平
信

〔
封
筒
裏
〕
東
京
芝
区
西
久
保
桜
川
町　

第
六
番
地
番
田
様
方　

鞍
口
武
蔵　

六
月
二
十
五
日
」

拝
啓
時
下
梅
雨
之
節
尊
兄
愈
壮
栄
ニ
て
あ
ら
せ
ら
る
ゝ
哉
。
余
之
欣
然
措
く
能
は
ず
。
降
て
迂
生
無
異
碌
々
消
光
す
。
請
ふ
、
尊
慮

を
安
ん
ぜ
よ
。
偖
て
今
よ
り
丗
有
余
年
之
昔
に
飜
て
我
日
本
国
勢
を
見
る
に
群
雄
各
地
に
割
拠
し
伴
侶
相
食
み
相
争
ひ
国
内
交
通
を

禁
じ
各
要
路
に
関
を
設
け
唯
交
通
之
自
由
な
る
は
村
内
の
み
な
り
き
。
さ
れ
ば
無
論
我
が
国
あ
り
て
他
国
あ
る
を
知
ら
ず
、
所
謂
甕

中
之
蛙
に
等
し
き
。
時
に
は
重
き
不
便
な
る
甲
冑
を
身
に
し
刀
剣
を
腰
に
し
之
に
少
し
に
て
も
抗
す
る
者
あ
れ
ば
忽
ち
其
れ
を
抜
き

頸
を
刎
ぬ
。
意
気
揚
々
然
と
し
て
地
方
を
彷
徨
し
人
民
之
膏
血
を
絞
り
採
り
新
に
刀
剣
を
作
れ
ば
往
来
な
る
人
の
後
よ
り
至
り
試
み

に
人
を
傷
る
今
日
、
メ
ー
ト
の
士
根
を
傷
る
が
ご
と
し
。
人
を
人
と
も
思
わ
ざ
る
野
蛮
乱
暴
之
武
士
何
処
に
か
行
き
去
り
、
否
現
今
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の
役
人
の
内
に
も
此
の
如
き
も
の
な
き
に
も
あ
ら
ず
。
然
れ
ど
も
直
接
に
人
を
苦
し
め
ざ
る
丈
は
先
づ
可
な
り
と
云
ふ
べ
し
。
其
有

無
は
兎
も
角
も
我
が
国
は
今
や
世
界
列
国
の
伍
伴
に
入
ら
ん
と
す
る
は
何
に
原
因
す
る
か
明
治
の
初
年
、
彼
来
り
て
大
戸
を
叩
き
夜

の
明
け
た
る
を
先
ば
り
に
あ
ら
ず
や
。。
苟
も
我
に
し
て
其
れ
に
応
せ
ず
尚
暫
く
睡
眠
す
れ
ば
之
に
筆
に
せ
ん
も
恐
る
れ
ど
我
が
増

え
に
に
せ
ん
も
恐
る
れ
ど
我
日
本
国
の
名
目
は
黄
梁
一
睡
の
夢
と
な
り
し
な
ら
ん
。
抑
も
余
の
現
世
に
生
じ
て
よ
り
以
来
今
日
に
至

る
ま
で
、
長
夜
に
永
眠
し
て
人
性
の
進
み
つ
ゝ
あ
る
を
短
ら
ず
高
き
ビ
ロ
ー
を
枕
に
し
終
日
熟
睡
せ
り
。
然
る
に
本
年
三
月
廿
四
日

何
者
か
余
の
枕
辺
に
来
り
て
余
の
頭
を
叩
き
余
の
睡
眠
を
起
し
人
性
進
み
つ
ゝ
あ
る
を
告
げ
た
り
。
余
は
此
に
於
て
初
め
て
睡
眠
覚

め
て
人
性
の
速
に
進
み
あ
る
を
悟
れ
り
。
若
し
本
年
余
を
起
す
者
な
か
り
せ
ば
余
の
一
生
涯
は
又
黄
梁
一
睡
の
夢
と
な
ら
ん
。
之
を

思
ふ
と
き
は
欣
然
と
し
て
措
く
能
は
ず
。
然
れ
ど
も
数
月
以
前
の
余
の
挙
動
即
ち
怠
惰
の
睡
を
顧
れ
ば
其
れ
か
為
め
に
一
挙
を
無
に

な
し
た
り
。
嗚
呼
歎
息
に
堪
へ
ん
。
如
何
に
臍
を
噛
む
も
足
ら
ず
。
余
が
新
内
な
る
エ
ス 

キ
シ
ー
よ
、
人
性
は
進
み
つ
ゝ
あ
る
こ

と
を
留
心
せ
よ
。
目
的
は
わ
ず
か
遥
に
あ
り
。
如
何
の
困
難
な
る
も
其
目
的
を
棄
つ
る
な
か
れ
。
困
難
ハ
天
福
な
り
。
人
は
如
何
に

嘲
弄
す
る
も
他
を
賤
む
る
勿
れ
。
人
は
目
前
に
如
何
に
美
な
る
玉
を
持
ち
来
る
も
心
に
す
る
勿
れ
。
人
は
如
何
に
汝
を
賞
讃
す
る
も

其
目
的
に
達
せ
ざ
る
内
は
其
賞
讃
を
聞
く
な
か
れ
。
名
誉
の
花
は
墓
前
に
咲
く
こ
と
を
記
臆
せ
よ
。

鞍
口
武
蔵

エ
ス 

キ
シ
ー
君

〔
①
〕�

余
は
慶
應
義
塾
普〔

マ
マ
〕科

四
年
級
へ
入
学
致
し
居
り
候
。
実
に
幸
、
余
は
入
学
せ
し
な
り
。
数
日
し
て
か
ら
普
通
科
卒
業
生
ハ
他

の
官
立
中
学
卒
業
以
上
と
文
部
省
よ
り
認
め
ら
れ
た
り
。
余
の
今
居
る
処
は
余
一
人
寄
宿
、
他
に
誰
も
居
ら
ず
、
実
に
能
く

勉
強
出
来
る
。
余
は
来
月
中
旬
頃
に
帰
る
、
試
験
は
七
月
十
五
日
頃
に
す
む
。

〔
②
〕�

去
る
二
月
頃
之
事
を
思
い
返
せ
ば
自
分
な
が
ら
も
判
断
す
る
こ
と
能
は
ず
。
然
れ
ど
も
人
は
時
と
し
て
は
ア
ン
ビ
シ
ヨ
ン
を
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抱
き
見
る
も
よ
ろ
し
。
論
よ
り
実
地
、
事
に
当
り
て
初
め
て
訳
る
。
古
人
曰
く
百
声
は
一
見
に
若
か
ず
と
。
嗚
呼
ま
こ
と
な

る
哉
。

富
岡
氏
之
国
語
之
講
議
は
余
程
面
白
か
ら
ん
。
余
も
最
一
度
此
世
去
る
ま
で
は
聞
き
た
い
。

暑
い
の
に
此
大
先
生
の
講
議
も
随
分
よ
か
ら
ふ
。

石
津
君
之
処
尋
ね
て
呉
れ
賜
へ
。
石
津
怒
り
て
居
ら
な
い
か
、
余
の
無
音
を
。

〔
③
〕�

君
に
忠
告
す
。
此
頃
は
君
は
得
意
の
時
代
な
ら
ん
。
又
々
毎
年
の
通
り
涼
む
Ｂ［

カ
］を

見
る
は
随
分
楽
し
く
あ
る
な
ら
ん
。
此
頃

の
京
極
行
き
は
如
何
、
盛
ら
し
い
。
岸
君
よ
、
君
は
無
用
の
切
手
や
は
が
き
や
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
や
紙
を
買
ふ
な
ら
ん
。
買
ふ

の
は
エ
ー
が
帰
り
に
あ
ま
り
後
ば
か
り
見
と
る
と
人
に
付
き
あ
た
る
、
人
な
ら
ま
だ
よ
し
や
が
電
汽
車
に
付
き
当
る
よ
。
此

頃
の
祈
祷
は
最
も
有
難
か
ら
う
。
君
の
居
る
室
は
君
に
不
適
当
何
と
な
れ
ば
殊
に
日
曜
は
或
者
は
通
行
す
る
故
に
。

〔
注　

①
②
③
は
、
書
簡
に
添
え
ら
れ
た
順
不
同
の
三
葉
。
折
々
の
備
忘
が
同
封
さ
れ
た
も
の
か
。〕

5
．
石
津
孝
太
郎
よ
り
岸
盛
辰
宛
書
簡�

一
八
九
九
年
七
月
二
十
九
日

�

（
二
九
一
五
〔
同
志
社
中
学
校
生
徒
同
盟
檄
文
書
送
り
状
〕）

〔
消
印
〕「
大
和　

生
駒　

丗
二
年
七
月
三
十
一
日　

イ
便
」

〔
封
筒
表
〕
奈
良
県
生
駒
郡
南
生
駒
村
字
小
平
尾　

岸
盛
辰
様　

親
展

〔
封
筒
裏
〕
備
前
国
下
津
井
町　

石
津
孝
太
郎　

七
月
廿
九
日

拝
啓
時
下
大
暑
之
候
に
候
処
、
貴
兄
益
々
御
壮
健
御
消
光
御
座
被
候
趣
き
奉
大
賀
候
。
降
て
小
生
義
去
ル
八
日
午
前
七〔

時
欠
カ
〕二

十
分
ノ
列

車
に
て
九
時
半
神
戸
着
候
。
同
一
時
之
急
行
に
て
五
時
頃
倉
敷
駅
へ
到
着
仕
り
同
夜
九
時
頃
漸
く
郷
帰
仕
り
候
。
何
分
同
日
は
暴
風
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雨
に
て
車
上
五
里
之
間
風
之
為
め
ニ
車
モ
飛
た
が
る
有
様
に
て
誠
に
生
き
た
る
心
知

〔
マ
マ
〕も

無
之
候
ら
ひ
し
が
、
郷
ニ
帰
レ
バ
此
と
正

反
対
に
て
父
母
の
膝
下
ニ
テ
昔
ノ
物
語
ヲ
致
し
居
り
候
。
而
し
此
頃
はfather

不
在
ニ
テm

other

一
人
に
て
家
事
之
為
め
多
年
宿

望
の
旅
行
を
果
た
す
能
は
ず
、
誠
に
平〔

閉

公口
カ
〕致

し
居
り
候
。
君
之
書
中
に
圓
山
の
広
き
な
が
め
に
足
と
め
て
雲
を
お
こ
す
か
霧
を
降

ら
す
か
、
爽
と
吹
と
烟
り
に
消
ゆ
る
四
国
辺
、
中
々
上
出
来
感
心
感
心
。

君
は
此
頃
は
歌
を
勉
強
と
見
ゑ
て
中
々
沢
山
御
上
手
の
が
出
来
て
い
ま
す
。
君
も
此
頃
は
情
火
烈
し
き
由
誠
に
奉
察
し
候
。
何
分
人

間
年
頃
に
な
れ
ば
此
れ
あ
る
は
通
常
、
な
き
人
は
不
具
の
も
の
、
特
別
此
頃
は
暑
き
時
分
故
、
中
々
盛
な
ヿ
と
奉
存
じ
候
。
小
生
も

同
感
に
御
座
候
。

檄
文
は
中
々
長
々
し
く
候
が
、
中
ニ
職
員
ノ
わ
る
口
と
計
り
生
徒
の
事
は
賞
め
る
計
り
、
誰
れ
か
書
き
た
の
か
我
田
引
水
、
当
局
者

に
は
御
気
之
毒
な
訳
ニ
御
座
候
。

校
長
兼
教
頭
広
津
友
信
氏
社
長
西
原
清
東
と
新
聞
紙
上
に
て
も
見
、
亦
校
友
会
員
よ
り
聞
き
候
へ
ば
多
分
其
ノ
通
な
ら
ん
と
存
じ
居

り
候
。
試
験
成
績
参
り
候
が
此
度
ノ
点
数
ハ
甲
乙
丙
で
な
く
し
て
数
字
に
候
へ
は
甚
だ
明
察
に
て
宜
敷
候
。
先
づ
劣
之
な
か
り
し
は

比
較
的
に
は
か
〴
〵
し
な
ら
ん
と
喜
び
居
り
候
。
君
は
嘸
早
計
と
な
ら
ん
と
推
察
仕
り
候
。
岡
田
は
先
日
手
紙
を
送
り
し
限
り
に
て

其
後
之
事
は
相
知
れ
ず
申
候
上
、
尤
も
彼
之
事
な
れ
ば
必
ず
君
之
言
の
通
り
恵
心
在
に
深
入
り
推
し
て
知
る
可
し
。

辻
は
此
頃
大
洪
水
に
平〔

閉

公口
カ
〕致

し
居
り
候
。
而
し
僕
之
処
へ
高
等
商
業
専
門
校
慶
應
義
塾
ノ
所
在
地
を
尋
ね
て
来
り
候
が
、
彼
れ
の

事
な
れ
ば
一
寸
と
生
意
気
に
や
り
て
み
る
の
か
知
れ
ま
せ
ん
。

西［

カ

］

真
東
モ
辞
職
故
此
後
は
吾
党
之
大
勝
利
万
歳
候
。

以
後
真
面
目
之
手
紙
は
僕
に
は
向
き
不
申
候
。

先
は
乱
筆
御
免
。
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�

禄
涯

二
十
八
日

十
九
峯
樵
夫
主
人

ま
だ
沢
山
書
く
こ
と
は
あ
れ
ど
も
何
分
三
銭
で
許
す

〔
さ
カ
〕ぬ

か
ら
後
之
楽
み
に
残
し
置
き
候
。

原
文
ノ
通
リ
此
ニ
書
ク

檄

帰
省
中
ノ
諸
君
、
君
等
ハ
故
山
ノ
懐
ニ
入
リ
、
慈
愛
深
キ
両
親
ノ
膝
下
ニ
ア
ツ
テ
暖
カ
ナ
ル
一
家
ト
共
ニ
和
気
満
堂
ノ
憂
ヲ
送
レ
ル

ヲ
祝
ス
。

夫
レ
愛
ハ
父
母
ノ
愛
ニ
勝
レ
ル
ハ
ナ
ク
天
然
ハ
其
ノ
愛
ヲ
抱
ク
故
山
ニ
勝
ル
ハ
ナ
シ
、
然
レ
ト
モ
乞
フ
一
考
セ
ヨ
、
多
年
蛍
雪
ノ
窓

ニ
肝
胆
ヲ
吐
露
シ
、
意
気
相
合
シ
テ
結
社
シ
タ
ル
大
丈
夫
ノ
友
情
ハ
豈
ニ
尊
カ
ラ
ズ
ヤ
古
人
ハ
是
レ
か
為
メ
ニ
琴
ヲ
断
ツ
ト
云
ヘ
リ
。

而
カ
モ
故
山
ノ
青
苔
か
祖
先
ノ
骸
骨
ヲ
埋
メ
テ
益
々
愛
慕
ノ
念
ヲ
増
サ
シ
ム
ル
ガ
如
ク
、
我
党
ノ
恩
人
ガ
永
ヘ
ニ
眠
レ
ル
若
王
子
山

頭
ニ
ソ
ガ
一
生
ノ
血
涙
ヲ
伝
ユ
ル
。
相
国
寺
畔
豈
ニ
兄
等
ノ
感
慨
ヲ
叩
ク
ニ
足
ラ
ズ
ト
セ
ン
ヤ
、
嗚
呼
数
ヘ
来
レ
バ
山
紫
水
明
洛
陽

天
地
保
元
応
仁
ノ
古
戦
場
此
ニ
爾
ノ
同
胞
ア
リ
、
茲
ニ
第
二
ノ
故
郷
ア
リ
、
而
シ
テ
是
ニ
一
大
事
変
ノ
起
ル
ニ
漕
偶
セ
バ
、
我
等
何

ン
ゾ
訴
ヘ
ズ
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
ヤ
。

敢
テ
問
フ
、
帰
省
中
ノ
諸
君
、
兄
等
ガ
故
山
両
親
ノ
下
ニ
傾
ク
ル
満
腔
ノ
熱
誠
ハ
、
其
ノ
同
胞
ト
第
二
ノ
故
山
ニ
向
テ
モ
尚
ホ
流
々

ト
シ
テ
湧
出
ス
ル
ヤ
否
ヤ
。

翻
テ
思
フ
我
党
三
百
ノ
健
児
ガ
結
社
一
団
ノ
同
盟
ヲ
ナ
シ
残
忍
ナ
ル
同
志
社
当
局
者
ニ
対
シ
テ
不
信
任
ノ
問
題
ヲ
提
出
シ
タ
ル
当
時
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ヲ
壮
挙
ニ
て
威
風
堂
々
ト
シ
テ
犯
ス
可
カ
ラ
ズ
。
一
挙
ノ
中
ニ
唾
シ
テ
義
人
ノ
血
涙
ヲ
汚
サ
ン
ト
ス
ル
ノ
輩
ヲ
拂
フ
ハ
今
月
今
日
ニ

ア
リ
ト
思
ヒ
シ
ニ
、
卑
劣
極
マ
ル
当
局
者
ハ
事
ヲ
曖
昧
ニ
シ
テ
今
日
ニ
到
ラ
シ
メ
、
吾
党
ガ
一
朝
袂
ヲ
分
チ
東
西
十
方
ニ
離
散
シ
タ

ル
機
ニ
乗
ジ
、
直
チ
ニ
其
ノ
弱
点
ヲ
襲
フ
テ
短
兵
急
、
得
意
ノ
権
謀
ヲ
揮
フ
テ
吾
党
結
社
ノ
団
体
ヲ
打
破
セ
ン
ヿ
ヲ
勉
ム
ル
モ
ノ
ノ

如
シ
。

先
ヅ
其
ノ
第
一
着
ト
シ
テ
彼
等
ハ
寮
長
ニ
総
辞
職
ヲ
命
ジ
、
次
イ
テ
三
年
生
ニ
退
校
ノ
命
ヲ
降
シ
第
三
ニ
九
月
一
日
迄
生
徒
退
寮
ノ

命
令
ヲ
布
告
ス
又

人
ノ
弱
点
ニ
乗
ジ
テ
己
ノ
暴
力
ヲ
逞
シ
ク
セ
ン
ト
ス
ル
既
ニ
大
丈
夫
ノ
禦
セ
ザ
ル
ト
コ
ロ
、
而
カ
モ
忠
実
ナ
ル
寮
長
ヲ
初
メ
活
発
有

意
逆
ニ
存
シ
テ
動
セ
ザ
ル
青
年
ヲ
捕
ツ
テ
、
己
ガ
偏
狭
ナ
ル
度
胸
ニ
浴
セ
ズ
シ
テ
理
由
ナ
キ
ノ
退
校
ヲ
命
ズ
ル
ガ
如
キ
ニ
到
リ
テ
ハ
、

嗚
呼
是
レ
何
等
ノ
怪
事
ゾ
。
カ
ク
ノ
如
ク
ス
ル
モ
彼
等
ハ
同
志
社
当
局
者
ノ
資
格
ヲ
有
ス
ル
ト
ナ
ス
カ
、
義
人
ノ
偉
業
ヲ
続
グ
ノ
価

値
ヲ
有
ス
ル
ト
ナ
ス
カ
。
抑
モ
亦
我
党
同
志
社
生
徒
タ
ル
モ
ノ
カ
、
カ
ク
ノ
如
キ
卑
劣
手
段
ヲ
働
ク
モ
ノ
ヲ
以
テ
尚
ホ
同
志
社
当
局

者
ノ
資
格
ヲ
有
ス
ル
ト
ナ
ス
カ
、
義
人
ノ
血
涙
ヲ
解
ス
ル
ニ
足
レ
リ
ト
ナ
ス
カ
。
而
モ
其
ノ
退
寮
命
ノ
如
キ
ハ
空
前
ノ
虐
待
ニ
シ
テ
、

同
志
社
創
業
以
来
未
ダ
嘗
テ
其
ノ
例
ヲ
見
ザ
ル
ト
コ
ロ
、
而
シ
テ
今
週
敢
テ
此
ノ
挙
ヲ
ナ
ス
ハ
勿
論
、
寮
内
修
復
ノ
口
実
ヲ
以
テ
ス

ル
モ
、
要
ス
ル
ニ
生
徒
ノ
朝
夕
共
ニ
ア
ツ
テ
其
ノ
熱
誠
ヲ
吐
露
シ
而
シ
テ
益
々
其
ノ
同
盟
ヲ
固
ク
ス
ル
ハ
、
卑
劣
ナ
ル
自
己
ニ
取
テ

ハ
此
上
モ
ナ
キ
大
患
ナ
ル
ヲ
思
ヒ
断
乎
ト
シ
テ
コ
ヽ
ニ
鉄
面
皮
ノ
行
為
ニ
出
デ
タ
ル
ヤ
疑
ヒ
ナ
シ
。
且
ツ
今
廻

〔
マ
マ
〕彼

等
ガ
取
リ
タ
ル

ノ
順
序
ヲ
見
ヨ
。
此
事
ニ
関
シ
テ
大
ニ
力
ア
ル
ハ
各
寮
長
ナ
リ
。
是
レ
ヲ
免
ズ
ル
ハ
生
徒
ノ
半
身
ヲ
裂
ク
ガ
如
キ
モ
ノ
、
而
シ
テ
其

ノ
有
力
ナ
ル
勢
力
ヲ
挫
キ
、
而
シ
テ
後
生
徒
ニ
退
校
ヲ
命
ジ
、
元
寮
長
ヲ
シ
テ
一
言
ノ
不
平
ヲ
言
ハ
ザ
ラ
シ
メ
、
尚
ホ
同
盟
軍
ノ
患

ア
ル
ヲ
以
テ
退
寮
命
ヲ
布
告
ス
。
何
ゾ
夫
レ
卑
劣
ナ
ル
傲
慢
ナ
ル
残
酷
ナ
ル
不
礼
ナ
ル
破
廉
恥
漢
タ
ル
甚
ダ
シ
キ
ヤ
。

嗚
呼
寮
長
何
ノ
罪
カ
ア
ル
、
三
年
何
程
罪
カ
ア
ル
、
寮
長
ノ
忠
実
ナ
ル
今
回
ノ
如
キ
ハ
如
何
、
学
校
ノ
為
メ
生
徒
ノ
為
メ
南
船
北
馬
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東
奔
西
走
、
以
テ
十
分
ノ
責
ヲ
尽
セ
リ
ト
云
ハ
サ
ル
可
ナ
ラ
ズ
。
而
モ
其
ノ
勢
、
誠
ヲ
一
片
ノ
煙
ト
ナ
シ
、
学
校
ハ
何
ヲ
以
テ
此
ノ

寮
長
ニ
辞
職
ヲ
命
ズ
ル
ヤ
。
是
レ
新
タ
ニ
犯
シ
タ
ル
彼
等
ガ
罪
悪
ノ
第
一
ナ
リ
。

而
シ
テ
三
年
生
何
程
ノ
罪
カ
ア
ル
、
彼
等
ハ
一
旦
山
中
〔
百
〕
仮
校
長
ノ
言
ヲ
以
テ
管
宗
一
件
ハ
寮
長
ニ
依
テ
決
セ
ラ
レ
落
着
ス
可

キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
、
然
ル
ニ
校
長
ノ
新
タ
ニ
処
分
ヲ
通
告
ス
ル
カ
如
キ
、
是
レ
何
等
ノ
矛
盾
ノ
処
置
ゾ
。
彼
等
ハ
前
後
言
ヲ
食
マ

ズ
、
倉
皇
狼
狽
シ
テ
其
醜
体
ヲ
覆
ハ
ン
ガ
為
メ
徒
ラ
ニ
オ
ー
ソ
リ
テ
ー
ヲ
主
張
シ
、
其
ノ
実
、
己
ノ
ガ
暴
力
ヲ
恣
ニ
セ
ン
ト
ス
。
是

レ
同
志
社
当
局
者
ノ
資
格
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ノ
挙
ナ
ラ
ン
ヤ
、
到
底
前
後
矛
盾
ノ
処
置
ア
ル
ヿ
ヲ
免
カ
レ
ザ
ル
ナ
リ
。
カ
ク
ノ
如
ク
曖

昧
ノ
処
置
ヲ
ナ
ス
大
丈
夫
タ
ル
モ
ノ
ヽ
将
ニ
其
ノ
責
ヲ
負
テ
自
ヲ
決
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
カ
ル
可
ラ
ズ
。
然
ル
ニ
彼
等
ハ
何
ス
ル
モ
ノ
ゾ
、

何
ニ
恋
々
タ
ル
モ
ノ
ゾ
、
何
ス
レ
ゾ
益
々
暴
力
ヲ
振
フ
テ
正
義
ヲ
圧
制
セ
ン
ト
ス
ル
、
斯
ノ
如
キ
ヤ
。
嗚
呼
三
年
生
何
程
ノ
罪
カ
ア

ル
。
曖
昧
ヲ
曖
昧
ト
ナ
シ
矛
盾
ヲ
矛
盾
ト
ナ
シ
不
信
任
ヲ
不
信
任
ト
ナ
シ
全
然
大
丈
夫
ノ
分
ヲ
守
リ
テ
逆
ニ
存
セ
ン
ト
ス
ル
、
是
レ

何
ノ
罪
ゾ
。
而
シ
テ
之
レ
ヲ
以
テ
尚
罪
ア
リ
ト
為
ス
モ
ノ
何
等
ノ
暴
ゾ
。
己
ノ
ガ
目
ノ
樑
ヲ
取
ラ
ズ
シ
テ
而
シ
テ
他
人
ヲ
左
右
セ
ン

ト
ス
ル
、
是
レ
何
等
偽
善
ノ
業
為
ゾ
。
生
徒
ヲ
処
分
セ
ン
ト
ス
ル
ヤ
、
何
ゾ
先
ツ
テ
其
ノ
曖
昧
ナ
ル
政
令
矛
盾
セ
ル
宜［

宣
］告

ヲ
改
メ
テ

責
任
ノ
ア
ル
ト
コ
ロ
ヲ
明
ニ
シ
、
明
瞭
ナ
ル
学
校
ノ
オ
ー
ソ
ル
テ
ー
ヲ
以
テ
断
乎
タ
ル
処
置
ニ
出
デ
ザ
ル
自
己
ノ
無
責
任
ナ
ル
ヲ
顧

ズ
シ
テ
而
シ
テ
暴
力
、
生
徒
ヲ
圧
セ
ン
ト
ス
ル
、
是
レ
何
等
奇
怪
ノ
行
為
ゾ
。
更
ニ
問
フ
、
三
年
生
何
程
ノ
罪
カ
ア
ル
、
当
局
者
何

程
ノ
権
利
カ
ア
ル
、
而
シ
テ
何
ヲ
以
テ
退
校
ヲ
命
ジ
タ
ル
ヤ
、
是
レ
彼
等
ガ
新
タ
ニ
犯
シ
タ
ル
罪
悪
ノ
第
弐
ナ
リ
。
其
退
校
令
之
如

キ
ハ
吾
人
既
ニ
是
レ
ヲ
述
ベ
タ
リ
。
更
ニ
茲
ニ
費
ス
ル
ノ
必
要
ナ
カ
ラ
ン
。
然
レ
ト
モ
思
フ
テ
モ
見
ヨ
、
若
シ
十
分
責
任
ヲ
重
ン
ズ

ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ニ
ハ
其
愈
ニ
宿
伯〔

泊
〕ニ

難
ズ
ル
寒
生
ヲ
捕
ヘ
テ
突
然
退
寮
ヲ
命
ズ
ル
ガ
如
キ
、
果
シ
テ
為
ニ
得
可
キ
ノ
行
為
ナ
ル
ヤ
。

畢
竟
ス
ル
ニ
此
ノ
事
タ
ル
ヤ
自
己
ノ
堕
眠
ヲ
弁
ボ
ラ
ン
ガ
為
メ
正
義
ノ
団
体
ヲ
圧
セ
ン
ガ
為
メ
タ
ル
ヤ
、
疑
ナ
カ
ラ
ン
。
嗚
呼
是
レ

何
等
ノ
不
親
切
ゾ
、
何
等
ノ
無
責
任
ゾ
、
是
レ
彼
等
ガ
犯
セ
ル
罪
悪
ノ
第
三
ナ
リ
。
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数
ヘ
テ
来
レ
バ
、
傲
慢
無
責
任
ナ
ル
当
局
者
ガ
新
タ
ニ
犯
シ
タ
ル
罪
悪
、
既
ニ
三
ツ
ア
リ
。
吾
人
何
ゾ
黙
ス
ル
ヿ
ヲ
得
ン
ヤ
。
於
是

哉
大
ニ
決
ス
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
。
満
腔
ノ
同
情
ヲ
三
年
生
ニ
表
シ
堂
々
タ
ル
正
義
ノ
旗
ヲ
相
国
寺
畔
ノ
杉
風
ニ
飜
シ
テ
今
ヤ
時
ニ
汚
サ

レ
ン
ト
ス
ル
故
、
義
人
ノ
為
メ
ニ
弔
ノ
合
戦
ヲ
戦
ハ
ン
ヿ
ヲ
誓
ヘ
リ
。
兄
等
ハ
既
ニ
一
旦
同
盟
ノ
人
ト
ナ
リ
当
局
者
不
信
任
ノ
弾
劾

書
ヲ
提
出
之
上
勇
気
凛
々
ト
シ
テ
皮

〔
腓
カ
〕骨

ノ
嘆
ニ
堪
ヘ
ザ
ル
ヲ
知
ル
カ
故
ニ
、
決
シ
テ
吾
人
ノ
檄
ヲ
待
タ
ヅ
シ
テ
大
ニ
合
戦
ノ
用
意

ヲ
ナ
ス
ハ
信
ジ
テ
疑
ハ
ザ
ル
ト
コ
ロ
ナ
レ
ト
モ
、
此
機
ニ
乗
ジ
テ
卑
劣
ナ
ル
当
局
者
ハ
如
何
ナ
ル
手
段
カ
、
以
テ
吾
党
結
社
ノ
団
体

ヲ
被
ラ
ン
ヿ
ヲ
試
ミ
ル
モ
未
ダ
謀
ル
可
カ
ラ
ズ
。
或
ハ
巧
ニ
帰
郷
中
和
気
洋
々
タ
ル
ノ
兄
等
ニ
対
シ
テ
威
嚇
脅
迫
ノ
行
為
ヲ
呈
ス
ル

モ
未
ダ
知
ル
可
カ
ラ
ズ
。
敢
而
老
婆
ノ
檄
ヲ
飛
バ
シ
テ
一
団
ノ
同
盟
ヲ
警
訓
ス
ル
ヿ
然
リ
。
希
ハ
ク
ハ
兄
等
ガ
其
ノ
父
母
ヲ
愛
ス
ル

ガ
如
ク
又
祖
先
墳
墓
ノ
地
ヲ
愛
慕
ス
ル
カ
如
ク
、
大
丈
夫
ノ
友
情
ヲ
重
ン
ジ
団
体
ノ
体
面
ヲ
保
チ
義
人
狭
骨
ヲ
埋
ム
ル
ノ
地
、
恩
人

ノ
血
涙
ヲ
伝
ユ
ノ
地
ヲ
思
ヒ
、
大
ニ
気
慨
ヲ
養
生
シ
テ
、
新
秋
天
高
ク
壮
志
溢
ル
ル
ノ
時
再
ビ
相
国
寺
畔
ニ
正
義
ノ
旗
ヲ
ヒ
ル
ガ
ヘ

シ
、
以
テ
吾
党
最
初
ノ
意
志
ヲ
貫
カ
ン
ヿ
ヲ
期
セ
ヨ
。
友
ヲ
売
リ
不
義
ノ
権
力
ニ
屈
ス
ル
カ
卑
劣
漢
ト
ナ
ル
勿
レ
、
而
モ
今
回
ノ
運

動
ハ
単
同
志
社
校
内
一
隅
ノ
戦
ニ
ア
ラ
ズ
広
満
天
下
ノ
同
情
ニ
訴
ヘ
、
益
々
男
子
ラ
シ
キ
働
ヲ
ナ
シ
花
々
シ
キ
合
戦
ノ
日
ノ
来
ラ
ン

ヿ
ヲ
待
ツ
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
若
シ
新
秋
九
月　

ノ
日
来
ラ
バ
兄
等
夫
レ
奮
テ
以
テ
来
リ
戦
ヘ
。

時
ニ
天
幕
之
風
ス
サ
ビ
相
国
寺
ノ
老
杉
天
ニ
怒
号
シ
義
人
ノ
心
血
吾
人
ノ
胸
心
ニ
流
ヲ
以
テ
此
章
ト
ナ
ル
。
諸
君
夫
レ
義
人
ノ
心
血

溢
セ
ン
ヿ
ヲ
期
セ
ヨ
。

同
志
社
中
学
校
生
徒
同
盟

是
ニ
対
ス
ル
ノ
決
心
ハ
最
早
聞
ク
ノ
要
ナ
シ
。
ソ
ハ
諸
君
ハ
既
ニ
同
盟
ノ
人
ナ
レ
バ
ナ
リ
。
只
希
ハ
ク
バ
此
檄
ノ
到
着
ヲ
報
ズ
ル
ト

共
ニ
益
々
奮
励
ノ
辞
ヲ
送
リ
テ
、
吾
人
局
ニ
当
ル
モ
ノ
ヲ
シ
テ
大
ニ
心
ヲ
強
カ
ラ
シ
メ
ン
ヿ
ヲ
。
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6
．
岸
盛
辰
よ
り
岸
正
甫
宛
書
簡�

一
八
九
九
年
九
月
二
十
九
日

�

（
二
六
八
六
〔
同
志
社
中
学
認
可
取
消
の
件
に
付
書
状
〕）

〔
消
印
〕「
山
城　

京
都
今
出
川　

丗
二
年
九
月
二
十
九
日　

チ
便
」「
大
和　

生
駒　

丗
二
年
九
月
三
十
日　

イ
便
」〔
残
り
消
印
一

か
所
―
薄
し
、
読
め
ず
。〕

〔
封
筒
表
〕
奈
良
県
生
駒
郡
南
生
駒
村
大
字
小
平
尾　

岸
正
甫
様

〔
封
筒
裏
〕
京
―　

盛
辰　

九
月
廿
九
日

先
日
来
雨
天
勝
に
て
兎
角
い
ふ
せ
く
御
座
候
。
此
頃
ハ
皆
々
様
相
不
変
御
機
嫌
よ
く
御
座
候
哉
、
小
生
も
別
ニ
変
り
な
く
候
間
御
安

神
致
し
可
被
下
候
。

同
志
社
も
先
月
発
布
之
文
部
省
ニ
依
リ
遂
ニ
中
学
認
可
を
取
消
さ
れ
候
。
今
後
同
志
社
は
以
前
の
主
義
に
従
ひ
文
部
省
の
学
校
系
統

外
ニ
超
然
ト
シ
テ
立
ち
純
然
た
る
宗
教
主
義
の
学
校
ニ
可
相
成
候
。
無
論
来
年
三
月
ま
で
は
従
前
之
如
く
に
て
吾
等
ハ
幸
ニ
同
志
社

中
学
ノ
最
終
卒
業
生
た
る
べ
く
候
。
然
シ
実
ニ
四
年
生
等
は
誠
ニ
気
の
毒
に
て
誠
に
迷
惑
致
居
候
。

尚
以
後
は
学
資
金
ハ
月
の
上
旬
ニ
御
送
リ
被
下
度
願
上
候
。

秋
冷
之
砌
何
卒
御
自
愛
な
し
被
下
へ
く
小
生
に
は
御
懸
念
御
無
用
ニ
候
。

先
は
あ
ら
〳
〵
申
述
置
候
也
。

7
．
鞍
口
武
蔵
よ
り
岸
盛
辰
宛
書
簡�

一
八
九
九
年
十
月
二
十
二
日

�

（
二
九
三
五
〔
岸
盛
辰
の
進
路
に
関
す
る
様
子
伺
状
〕・
二
九
三
六
〔
進
路
に
関
す
る
近
況
伺
状
〕）

〔
消
印
〕「
武
蔵　

東
京
飯
田
町　

丗
二
年
十
月
二
十
三
日　

ル
便
」「
山
城　

京
都　

丗
二
年
十
月
廿
三
日　

ト
便
」
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〔
封
筒
表
〕
京
都
同
志
社
東
寮　

岸
盛
辰
大
兄　

平
信

〔
封
筒
裏
〕
東
京
神
田
区
表
神
保
町
十
番
地
を
ノ
四
半　

鈴
木
方　

Ｋ
・
Ｂ
・
十
月
廿
二
日
午
後
五
時
半

拝
呈
時
下
秋
節
ノ
砌
、
貴
兄
愈
御
清
栄
御
勉
強
ノ
御
事
ト
推
察
奉
遠
賀
候
。
次
ニ
小
生
健
全
ニ
テ
碌
々
消
光
罷
在
候
間
、
乍
憚
御
休

神
被
下
度
候
。
偖
テ
其
后
ハ
存
外
御
無
倍

〔
音
カ
〕何

卒
御
宥
し
被
下
度
候
。
ソ
ハ
他
ナ
シ
、
本
学
期
ノ
初
メ
神
田
中
学
五
年
ニ
入
学
ニ
就

テ
種
々
紛
々
ト
シ
、
再
入
学
ニ
就
テ
転
地
ノ
為
只
今
久
シ
降
リ
ニ
テ
兄
ノ
御
様
子
ヲ
御
訊
問
仕
リ
候
。
神
田
中
学
ハ
昨
年
七
月
ノ
設

立
ニ
シ
テ
各
高
等
学
校
ヘ
モ
連
絡
御
座
候
。
余
ハ
来
年
七
月
已
ニ
貴
兄
ニ
話
シ
タ
ル
大
関
門
ヲ
超
ヘ
ン
ト
思
ヒ
、
日
々
愉
快
ニ
蛍
雪

罷
在
リ
候
。
但
来
年
七
月
ヨ
リ
亦
貴
兄
ト
手
ニ
手
ヲ
取
リ
テ
散
歩
ス
ル
哉
モ
知
レ
ン
。
併
シ
今
年
同
志
社
中
学
卒
業
ノ
内
ニ
テ
誰
々

ガ
第
三
ヘ
入
学
シ
タ
カ
、
御
続
手
ノ
節
御
知
セ
被
下
度
候
。
本
年
第
一
入
学
志
願
者
八
百
名
内
三
百
名
入
学
、
君
ノ
志
望
ハ
如
何
ニ
。

高
等
学
校
ノ
方
ヘ
行
ク
カ
或
ハ
専
門
ノ
方
ヘ
行
ク
カ
、
先
ハ
右
此
ノ
如
シ
。
早
々
頓
首

時
々
同
志
ニ
居
ツ
タ
人
ニ
出
合
フ
。
先
日
ハ
杉
本
其
次
ハ
出
石
、
其
次
ハ
山
田
、
明
田
、
等
ニ
道
ニ
テ
。
余
ハ
后
便
ニ
譲
ル
。

鞍
口
武
蔵
拝

岸
生

拝
呈
時
下
秋
節
ノ
砌
、
貴
兄
益
御
清
栄
御
消
光
御
座
成
サ
レ
候
由
、
目
出
度
奉
遠
賀
候
。
降
テ
小
生
相
変
ラ
ス
碌
々
消
光
罷
在
リ
候

間
、
乍
憚
御
休
神
被
下
度
候
。
偖
テ
其
后
ハ
意
外
御
無
倍
ニ
テ
打
過
ギ
実
ニ
多
罪
ノ
次
第
、
何
卒
御
宥
恕
遊
バ
セ
ヨ
。
ソ
ハ
中
学
五

年
入
学
試
験
ニ
テ
不
悪
御
推
察
ア
ラ
ン
ヿ
ヲ
。
余
ハ
九
月
慶
應
義
塾
退
校
シ
テ
ス
グ
神
田
中
学
ニ
入
学
仕
リ
候
ニ
付
合
セ
テ
御
安
神

被
下
度
候
。
是
レ
ニ
テ
四
月
ノ
失
敗
ヲ
ア
ラ
マ
シ
回
復
シ
タ
。
併
シ
回
復
シ
タ
ト
云
ヒ
テ
安
神
ハ
ナ
ラ
ヌ
、
何
ト
ナ
レ
バ
来
年
七
月

ニ
大
ナ
ル
関
門
ア
レ
バ
ナ
リ
。
先
ハ
貴
兄
ノ
御
様
子
御
伺
ヒ
旁
此
ノ
如
シ
。
早
々
拝
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過
日
同
志
社
ニ
拳
ヲ
以
テ
人
ヲ
打
ツ
暴
賊
起
ツ
タ
ソ
ウ
ダ
。
同
志
社
ニ
モ
ソ
ン
ナ
野
蛮
人
居
ル
カ
、
即
チ
普
通
智
識
ナ
キ
者
所
謂
ノ

ン
セ
ン
ス
ヲ
導
ク
ハ
キ
リ
ス
ト
教
ノ
本
分
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
。
其
レ
デ
ヤ

［
マ
マ
］ア

ー
メ
ン
モ
効
能
ハ
ナ
キ
。

鞍
口
拝

石
津　

岸　

両
君

同
志
社
モ
プ
ア
ー
ナ
者
ニ
ナ
ツ
タ
。
先
日
ノ
新
聞
紙
上
ニ
テ
見
タ
。
東
京
ニ
テ
モ
基
督
教
主
義
ノ
学
校
ハ
皆
然
リ
。
青
山
学
院
中
学

モ
来
年
二
月
限
リ
ニ
テ
グ
ー
ド
バ
イ
ナ
リ
。

8
．
岸
盛
辰
よ
り
岸
正
甫
宛
書
簡�

一
八
九
九
年
十
一
月
十
日

�

（
二
六
七
七
〔
修
学
旅
行
に
付
報
告
状
〕）

〔
消
印
〕「
大
和　

生
駒　

丗
二
年
十
一
月
十
一
日　

ロ
便
」〔
残
り
消
印
二
か
所
―
薄
し
、
読
め
ず
。〕

〔
封
筒
表
〕
奈
良
県
生
駒
郡
南
生
駒
村
大
字
小
平
尾　

岸
正
甫
様　

平
信

〔
封
筒
裏
〕
明
治
三
十
二
年
十
一
月
十
日　

盛
、
拝　

京
よ
り

拝
啓
陳
者
御
一
同
様
如
何
ニ
御
起
居
被
遊
候
ヤ
。
小
生
無
事
乍
恐
御
安
神
な
し
被
下
度
候
。
就
て
は
先
日
申
上
候
通
リ
旅
行
は
致
さ

ぬ
事
ニ
致
し
候
ヘ
共
、
友
人
之
歓〔

勧
〕め

ニ
依
リ
学
校
の
修
学
旅
行
ニ
同
行
仕
候
。
其
順
序
略
々
左
ニ
申
述
候
。

四
日
、
午
前
五
時
出
発
、
汽
車
ニ
テ
八
時
奈
良
着
。
あ
ら
ま
し
見
物
し
て
奈
良
よ
り
畝
火〔

傍
〕ニ

向
ふ
。
然
シ
途
中
降
雨
甚
し
き
為
余

と
他
の
一
人
と
は
二
階
堂
村
ヨ
リ
丹
波
市
ニ
至
リ
汽
車
ニ
テ
畝
火〔

傍
〕ニ

至
リ
八
木
ニ
着
セ
ン
ハ
午
后
四
時
頃
、
此
処
ニ
宿
ス
。

五
日
、
六
時
ス
ギ
八
木
発
、
橿
原
、
久
米
寺
、
橘
寺
ニ
参
詣
し
て
多
武
岸
ニ
着
セ
シ
ハ
九
時
頃
ナ
リ
。
紅
葉
方
ニ
盛
に
し
て
其
立

派
な
る
こ
と
高
雄
も
之
レ
ニ
及
ば
ず
。
此
処
ヨ
リ
吉
野
上
市
ニ
至
ル
。
今
夜
上
市
ニ
宿
泊
ノ
定
メ
な
り
し
も
都
合
ニ
よ
り
吉
野
山
ニ
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変
ず
。
故
ニ
直
ニ
吉
野
山
ニ
登
り
午
后
二
時
頃
着
、
辰
巳
屋
ニ
泊
す
。

六
日
、
六
時
ス
ギ
出
発
シ
テ
先
ヅ
蔵
王
堂
、
吉
水
神
社
、
如
意
輪
寺
、
塔
尾
陵
、
竹
林
院
等
ニ
至
リ
時
間
の
都
合
ニ
依
リ
之
レ
ニ

テ
見
物
ヲ
中
止
シ
直
ニ
下
山
シ
テ
五
条
ニ
至
ル
。
此
処
ヨ
リ
有
志
者
之
汽
車
ニ
乗
リ
紀
伊
橋
本
ニ
着
セ
シ
ハ
三
時
前
ナ
リ
。

七
日
、
橋
本
を
出
発
シ
此
処
ヨ
リ
五
十
町
下
流
な
る
学カ

文ム

路ロ

ま
で
船
ニ
乗
リ
是
れ
よ
り
高
野
山
道
を
登
る
。
二
十
余
丁
登
り
て
又

下
り
再
ビ
登
る
事
、
殆
ど
百
丁
。
女
人
堂
ニ
達
す
。
此
間
不
動
阪
（
十
丁
）
を
除
ク
外
、
余
リ
険
峻
な
ら
ず
。
女
人
堂
を
距
る
五
丁
、

蓮
華
実
院
ニ
宿
泊
す
。
寒
冷
な
り
。
十
二
時
頃
着
し
暫
時
休
憩
し
て
奥
ノ
院
ニ
参
詣
す
。
骨
堂
は
其
左
側
に
あ
り
。
宿
泊
所
ヨ
リ
殆

ど
三
十
丁
、
然
シ
道
路
平
坦
な
り
。
所
々
見
物
し
て
三
時
頃
帰
ル
。

八
日
、
此
処
ヲ
出
発
し
て
九
度
山
ニ
至
リ
舟
ニ
乗
し
て
下
流
七
里
な
る
船
戸
ニ
着
し
汽
車
ニ
テ
和
歌
山
ニ
着
セ
シ
ハ
三
時
頃
ナ
リ
。

丸
ノ
内
、
有
田
屋
ニ
宿
す
。
余
等
は
直
ニ
出
テ
ヽ
和
歌
浦
に
遊
ぶ
。

九
日
、
十
一
時
発
に
て
和
歌
山
ス
テ
シ
ヨ
ン
ヨ
リ
大
坂
な
ん
ば
ニ
至
リ
又
汽
車
ニ
テ
京
都
ニ
帰
着
セ
シ
ハ
午
后
六
時
、
愉
快
ニ
旅

行
を
終
へ
ぬ
。

而
シ
テ
小
生
は
身
体
却
て
健
全
ニ
相
成
る
は
安
神
な
し
被
下
度
候
。
早
々
頓
首

盛

御
家
内
中
ま

［
さ
欠
カ
］

〔
注　

高
野
山
菩
提
所
蓮
華
定
院
「
印
鑑
」
添
付
―
―
活
字
に
て
「
此
印
鑑
ハ
参
詣
ノ
節
必
ス
御
持
参
ノ
事
。
此
印
鑑
所
持
ノ
人
ハ

高
野
山
名
所
旧
跡
無
料
ニ
テ
案
内
ノ
義
務
ヲ
負
フ
事
。
但
シ
金
堂
金
剛
峯
寺
等
内
陣
参
観
ハ
此
限
ニ
非
ス　

明
治　

年　

月　

日
」

と
あ
り
。〕
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